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解答 

 

問題文の「正三角形頂点から中点に接するように」を「正三角形頂点から中円に接する

ように」と読み替えて、解く。 

小円の半径をｒ 、中円の半径をｒ 、大円の半径をｒ
３
とする。 

正三角形の高さは、大円の中心から頂点までの長さが２ｒ
３
なので、３ｒ

３
である。ま

た、1 辺の長さは、２√3ｒ
３
である。 

 

中円は、図１に示すように、高さがｒ
３
である正三角形に内接するので、その半径は、 
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ｒ = ｒ
３
である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東、乾、坤の各辺の長さを、それぞれ、𝑎、𝑏、𝑐 として、これらの関係を数式で表す

と、次のとおりである。 

  𝑎 +ｂ = 81  から、ｂ = 81 − 𝑎 

 𝑎 +ｃ = 72  から、 𝑐 = 72 − 𝑎 

直角三角形の斜辺と他の２辺の長さの関係から、 

  𝑎 = 𝑏 + 𝑐  

   = (81 − 𝑎) + (72 − 𝑎)  

   = 81 + 72 − 2(81 + 72)𝑎 + 2𝑎  

 

  𝑎 − 2(81 + 72)𝑎 + (81 + 72 ) = 0 

  𝑎 − 306𝑎 + 11745 = 0 

 𝑎について解くと、 

   

中円と小円の大きさの関係を、正三角形ＡＢＣの辺ＡＢ上の線分の長さの関係に着目し

て整理する。 

ＢＦ

ＢＨ
=

ｒ

ｒ
=

√3ｒ
３
+ 2 ｒ ｒ

３

√3ｒ
３
− 2 ｒ ｒ

３

 

ｒ = 3ｒ を代入すると、 

ｒ

ｒ
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A 

B C 

D E 

F 

G 

H 

図１ 



群馬県和算研究会 令和５年２月の問題-No.2 の解答 

ＥＬ３科学アカデミー             3  

 

3ｒ − 2 ｒ ｒ − 5ｒ = 0 

ｒ = を代入すると、 

3ｒ − 2
9

2
ｒ −

45

2
= 0 

ｒ +
3

√2
3 ｒ −

15

√2
= 0 

ｒ =
5

√2
 

ｒ =
25

2
 

 

よって、中円の直径は２５寸である。 


